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国際大会出場部会・個人—2014年11月～2015年5月—

スポーツ

2014/12/10-13    　　　  　　　　　　タイ・チェンマイ

重量挙部　　　　　　　　　　　　笠井 武広（商3）

   ▼ 69 キロ級 ３位

2015/2/3-14     　　　 　　　　　　スペイン・グラナダ

スケート部（アイスホッケー）　

　 　 ▼  ユニバーシアード日本代表　6 位

　　　　　　　　　　　      GK　 小野田 拓人 （法4）            

                                        FW　　越後 智哉　  （法4）

                                    DF    小泉 和也    （法3）

                                    FW　 古橋 真来    （法3）

                                    FW　 中島 彰吾  （総政3）

                                    FW　 鈴木 健斗   （法2）

                                    DF　 加藤 槙之助（総政2）

   スキー部　　　　　　　　　　 宮本 慎矢     （法4）

　
　 　 ▼  男子スーパー大回転　28 位

　　 ▼  男子アルペン複合 AC-SL　23 位
　　 ▼  男子回転　16 位

2014/12/14-20     　　　  ハンガリー・ドナウイバロシュ

スケート部（アイスホッケー）　     
　     ▼  ディビジョンⅠグループ B　5 位

U20日本代表FW　小泉 智也（法1）

U20日本代表FW 　坂本 颯   （法1）

U20日本代表FW　 乾 純也（総政1）

2015/1/3-11     　　　       　　　   　　　　 イタリア

バレーボール部　　　　　　　石川 祐希     （法1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　モデナ所属

　 ▼  優勝

世界大学ウエイトリフティング選手権 第27回ユニバーシアード冬季競技大会

2015 ＩＩＨＦ アイスホッケーU20  
世界選手権ディビジョンＩグループＢ

2015コッパイタリア

2015/2/18-22          　　　　スウェーデン・エーレブロー

卓球部　　　　　　　　　　　　　 藤木 祥二（商4）

　　 ▼男子シングルスエリート　　ベスト 8

　　 ▼男子シングルスクラス 1　　優勝

女子卓球部　　　　　　　　　　　　　西村  梓    （文3）

　 　 ▼女子シングルス エリート　　ベスト 16

　 　 ▼女子シングル Under 21　　3 位

2015 サフィール国際オープン

女子陸上競技部　ヘンプヒル恵選手鮮烈な大学デビュー

　女子陸上競技部に所属するヘンプヒル恵（メグ）選手（文1）が入学直後の

2015年4月に開催された日本選抜和歌山大会の七種競技において、5678

点で優勝しました。この記録は、日本ジュニア新、日本学生新記録で、鮮

烈な大学デビューとなりました。

　京都文教高校時代は、高校総体で七種競技2連覇、単独種目の100M ハー

ドルも制して二冠を達成、日本選手権で100M ハードル3位という実績を

持っており、5月14 ～ 17日に行われた関東インカレでは、4種目に出場し、

七種競技、100 M ハードルで優勝、1600M リレーで2位という 好成績を収

め、大学対抗においても総合2位の原動力となりました。一気に注目選手と

なり、6月に中国の武漢で開催されたアジア選手権で日本代表入りを果たし

ています。

　日々の練習においても決して手を抜かない、人一倍努力家なヘンプヒル

選手。「世界に出るために何をしていくか考えて練習をしています」と力強

く語ってくれました。2020年の東京五輪、そして日本記録更新を目指す彼

女の活躍に今後も期待ができます。
得意の100Mハードルで快走するヘンプヒル恵（文１）

七種競技とは、2日間にわたって100Mハードル、走高跳、砲丸投、200M、走幅跳、やり投げ、800Mを行い、各競技の記録
を得点化し、その合計得点で競う。現在の日本記録は5962点。
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※ 学年は大会当時のものです。
写真提供：中大スポーツ新聞部

2014/11/12-16     　　　　　　　京都・大山崎町体育館

フェンシング部　　　　　　  簾内 長仁  （理工2）

  ▼  男子エペ   優 勝

2014/11/28-30     　　 埼玉・さいたま市総合記念体育館

重量挙部　　　　　　　　　  権田 達也    （法3）

  ▼ 56 キロ級   優 勝

2014/12/1-6    　　　　　大阪・大阪市中央体育館ほか

バレーボール部　

　 ▼  男子　優 勝　
         最優秀選手賞・サーブ賞   石川 祐希    （法1）   

          スパイク賞　　　　　　   大竹 壱青    （商1）

　　　 ブロック賞                  手塚 奨       （経4）

         セッター賞                     関田 誠大    （法3）                     

          レシーブ賞                    武智 洸史    （法1） 

          リベロ賞                       伊賀 亮平    （経2） 

          優勝監督                     松永 理生（中大監督）

第64回全日本学生フェンシング個人選手権大会（インカレ）

第60回全日本大学対抗ウエイトリフティング選手権大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （インカレ）

第67回秩父宮杯全日本バレーボール大学男子選手権大会
（インカレ）

2014/11/20-23     　 和歌山・田辺スポーツパーク体育館

ボクシング部　　　　　　　 但馬 ミツロ   （商2）

  ▼  ライトヘビー級   優 勝

第84回全日本ボクシング選手権大会

2015/4/11.12    　　静岡・日本サイクルスポーツセンター

自転車競技部　　　　　　　 原井 博斗    （法2）

  ▼  男子エリートスクラッチ　優 勝　

第84回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース

2015/5/8-10    大阪・羽曳野市立総合スポーツセンター

重量挙部　　　　　　　　　  権田 達也    （法4） 

  ▼  56 キロ級　優 勝　

第61回全日本学生ウエイトリフティング個人選手権大会

全国大会優勝部会・個人—2014年11月～2015年5月—

第67回秩父宮杯全日本バレーボール大学男子選手権大会（インカレ）

最優秀選手賞・サーブ賞　石川 祐希（法1）

全日本ボクシングで優勝した但馬 ミツロ（商2）選手と糸川監督

リベロ賞　伊賀 亮平（経2） スパイク賞　大竹 壱青（商1）


